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田
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長
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君

務
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介
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克
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上

史

好

君

五
H
十
七

n

成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権
の
回
復
等
の
た
め
の
公
職
選

学
法
等
の

一
部
を
改
花
す
る
法
律
案
（
逢
沢
る
郎
村
外

一
男
廿

委
員
の
異
動

五
月
一
工
し
日

辞
任白
須
賀
貴
樹
打

高
橋
ひ
な
こ
店

務

台

俊

介

君

後

藤

祐

ょ
君

玉
城
デ
ニ
ー
討

同
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任青
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・

熊

田
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俊

介
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周
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君
淳
君

康
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君

史
好
君

補
欠
選
任

白
須
賀
因
樹
君

高
橋
ひ
な
こ
君

前
田

一
男
君

後

藤

祐

i
君

未
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デ
ニ
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君
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欠
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周
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社
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津
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村
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史

好
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員
議
員
総
務
副
大
臣

政
府
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考
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（
警
察
庁
刑
ボ
局
長
）

政
府
参
考
人

（
総
務
省
自
治
行
政
局
選
挙
部

長）政
府
参
考
人

（
法
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
肛
生
労
働
省
老
他
局
長
）

衆
議
院
調
査
局
第
二
特
別
凋
杏

奎
長

岩

尾

隆

君

原

勝

則

君

萩

本

修

君

米
田
耕

一
郎
君

高

綱

直

良

君

玉
城
デ
ニ
ー
君

吉

川

元

君

坂

本

哲

志

君

五
月
二
十
日

r

一
県
の
格
差
」
を
是
正
す
る
と
と
も
に
、
民
意
を
反
映

す
る
選
挙
制
度
へ
の
抜
本
改
正
を
求
め
る
こ
と
に
関
す

る
陳
梢
害
（
東
京
都
新
宿
区
四
谷
一

一の
二
の
五
原
和
良
）

（第

一
i
＿
七
号
）

四
月
二
十
六
日

有
田
市
を
和
歌
山
――]
区
か
ら
二
区
に
編
入
す
る
衆
議
院

小
選
挙
区
の
区
割
り
改
定
案
に
反
対
す
る
意
見
内
（
和

歌
山
県
湯
浅
町
議
会
）
（
第

一
九
二
六
号
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
選
挙
運
動
を
解
禁
す
る
公
載

選
挙
法
の
改
正
の
早
期
実
現
を
要
望
す
る
意
見
苔
（
東

京
都
豊
島
区
議
会
）
（
第
．
九
二
七
号
）

困
会
議
員
の
定
数
削
減
を
早
期
に
実
現
す
る
よ
う
求
め

る
意
見
書
（
岐
阜
哄
郡
上
市
議
会
）
（
第

一
九
二
八
号
）

同
民
の
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
権
を
保
船
し
、

実
効
性
を
高
め
る
法
改
正
を
求
め
る
意
見
書
（
滋
賀
県

苗
ぷ
屯
巾
議
会
）
（
第
一
九
二
九
号
）

十
名
提
出
、
衆
法
第

一
六
号
）

四
月
二
十
一二
日

小
選
挙
区
制
廃
化
、
消
費
税
附
税
と
結
び
つ
け
た
比
例

定
数
削
減
反
対
、
抜
本
的
な
選
挙
制
度
改
革
に
関
す
る

請
願
（
穀
田
恵
二
君
紹
介
）
（
第
六
二
七
号
）

五
月
二
十
日

小
選
挙
区
制
廃
止
、
消
投
税
増
税
と
結
び
つ
け
た
比
例

定
数
削
減
反
対
、
抜
本
的
な
選
挙
制
度
改
糸
に
関
す
る

諸
願
（
赤
嶺
政
賢
君
紹
介
）
（
第
七

0
六
号
）

同
（
笠
井
亮
君
紹
介
）
（
第
七

0
七
号
）

同
（
穀
田
恵
一云君
紹
介
）
（
第
七

0
八
号
）

同
（
佐
々
木
憲
昭
君
紹
介
）
（
第
七

0
九
号
）

同
（
志
位
和
夫
君
紹
介
）
（
第
七

一
0
号）

同
（
塩
川
鉄
也
村
紹
介
）
（
第
七

―
一
号
）

同
（
高
橋
千
餡
子
君
紹
介
）
（
第
七

一
二
号）

同
（
宮
本
岳
志
君
紹
介
）
（
第
七

ロ
ニ
号）

は
本
委
貝
会
に
付
託
さ
れ
た
c

成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権
の
回
復
等
の
た
め
の
公
職
選

挙
法
等
の

一
部
を
改
止
す
る
法
律
案

．
〔
本
号
末
尾
に
掲
載
〕

〇
保
岡
委
員
長

こ
れ
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

逢
沢

一
郎
君
外
十
名
提
出
、
成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権

の
回
復
等
の
た
め
の
公
職
選
挙
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
往
案
を
識
題
と
い
た
し
ま
す
。

提
出
者
よ
り
趣
旨
の
説
明
を
聴
取
い
た
し
ま
す
。

一
郎
君
゜

逢
沢

本
日
の
会
鵬
に
付
し
た
案
件

政
府
参
考
人
出
頭
要
求
に
関
す
る
件

成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権
の
回
復
等
の
た
め
の
公
職
選

挙
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
逢
沢

一
郎
君
外

十
名
提
出
、
衆
法
第

一
六
号
）

衆
議
院
譲
貝
選
学
に
お
け
る
選
挙
制
度
改
革
の
推
進
を

求
め
る
意
見
丼
（
水
戸
市
議
会
）
（
第
t
九

H
-
0号）

衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
中
選
半
区
制
の
復
活
を
求

め
る
意
見
害
（
高
知
市
議
会
）
（
第

一
九
三
五
可
）

衆
議
院
小
選
挙
区
の
区
切
り
改
定
に
つ
い
て
の
意
見
掛

（
熊
本
県
宇
城
市
誡
会
）
（
第

一
九
三
二
号
）

選
挙
制
疫
改
革
の
速
や
か
な
実
現
を
求
め
る
意
見
＊

（
前
橋
市
議
会
）
（
第
：
九
三
三
号）

政
治
活
動
に
関
す
る
個
人
の
寄
付
に
関
し
て
、
（
政
令

指
定
都
市
以
外
の
）
市
区
町
村
議
貝
と
そ
の
長
を
推

煎

・
支
持
す
る
政
治
（
後
援
）
団
体
に
も
、
国
会
議
員
な

ど
と
同
様
に
所
得
税
額
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
求

め
る
意
見
宙
（
東
京
都
町
田
市
議
会
）
（
第
i
九
ー
ニ
四
号
）

地
方
議
員
選
挙
に
も
規
定
ビ
ラ
の
使
用
を
認
め
る
よ

う
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
（
東
京
都

町
田
市
議
会
）
（
第
一
九
王
五
均
）

は
本
委
貝
会
に
参
考
送
付
さ
れ
た
。

疇
八
吐
回
国
麟

政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録

第

十

号

（第
二
類

第
二
号
）

ニ
四
〇
）



〇
逢
沢
朧
員
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
成
年
被
後

見
人
の
選
挙
権
の
回
復
等
の
た
め
の
公
職
選
挙
法
等
の

一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
自
由
民
主
党
、

公
明
党
及
び
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
プ
、
日
本
維
新
の

会
、
み
ん
な
の
党
、
日
本
共
産
党
、
生
活
の
党
、
社
会
民

主
党
・
市
民
連
合
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
趣
旨
及

び
内
容
を
御
説
明
中
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
本
法
律
案
の
趣
旨
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権
等
を
回
復
す
る
と

と
も
に
、
あ
わ
せ
て
、
選
挙
等
の
公
正
な
実
施
を
確
保
す

る
た
め
、
代
理
投
票
に
お
け
る
補
助
者
の
要
件
の
適
正
化

等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
本
法
律
案
の
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の

概
嬰
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第

一
に
、
公
職
選
挙
法
に
つ
い
て
、
成
年
被
後
見
人
は

選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
を
有
し
な
い
も
の
と
す
る
規
定
を

削
除
す
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
代
理
投
票
の
要
件
に
関
し
て
、
「
身
体
の
故
阻

又
は
文
盲
」
と
さ
れ
て
い
る
条
文
上
の
表
現
を
「
心
身
の
故

降
そ
の
他
の
事
由
」
に
改
め
る
こ
と
、
代
理
投
猥
に
お
け

る
補
助
者
は
、
投
票
管
埋
者
が
投
票
所
の
事
務
に
従
事
す

る
者
の
う
ち
か
ら
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
及
び
不
在
者

投
票
管
理
者
は
、
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
定
し

た
者
を
投
票
に
立
ち
会
わ
せ
る
こ
と
そ
の
他
の
ガ
法
に
よ

り
、
不
在
者
投
栗
の
公
正
な
実
施
の
確
保
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
貨
磁
的
記
録
式
投
粟
法
に
つ
い
て
、
公
職
選

挙
法
と
同
様
、
竜
磁
的
記
録
式
投
粟
機
に
よ
る
代
理
投
漿

の
適
正
化
等
を
図
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
憲
法
改
正
国
民
投
票
法
に
つ
い
て
、
公
職
選

挙
法
と
同
様
、
成
年
被
後
見
人
に
係
る
投
栗
権
の
欠
格
条

項
の
削
除
並
び
に
代
理
投
票
に
お
け
る
補
助
者
の
要
件
の

適
lE化
等
及
び
不
在
者
投
票
に
お
け
る
公
正
確
保
の
努
力

義
務
を
設
け
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
法
律
は
、
公
布
の

H
か
ら
起
算
し
て

一
月

を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
し
、
施
行
日
後
に
公
示
、
告
示

さ
れ
る
選
挙
に
つ
い
て
適
用
す
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り

ま
す
。 第

二
類
第
二
号

〇
保
岡
委
員
長
こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。

質
疑
の
申
し
出
が
あ
り
ま
す
の
で
、
順
次
こ
れ
を
許
し

ま
す
。
捌
頂
徹
君
゜

〇
國
重
委
員
公
明
党
の
閥
頂
徹
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

約
ニ
カ
月
前
の
三
月
十
八

H
、
東
京
地
裁
に
お
け
る
選

挙
権
確
認
請
求
事
件
で
勝
訴
さ
れ
ま
し
た
名
児
耶
匠
さ
ん

御
一
家
と
私
た
ち
公
明
党
の
犠
員
が
お
会
い
す
る
機
会
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。
判
決
言
い
渡
し
の
四
日
後
で
す
。

そ
の
中
で
、
私
の
胸
に
深
く
刻
ま
れ
て
お
り
ま
す
の

が
、
そ
こ
に
お
り
ま
す
我
が
党
の
北
側
副
代
表
が
、
そ
の

冒
頭
に
深
々
と
頭
を
下
げ
ら
れ
ま
し
て
、
立
法
府
に
い
る

者
と
し
て
、
ま
ず
お
わ
び
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、

こ
の
裁
判
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
結
論
を
尊
霞
し
て
、
最

終
解
決
が
で
き
る
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と
。
本
当

に
一
言
の
言
い
わ
け
も
せ
ず
に
真
釈
に
謝
罪
を
し
て
、
る

る
決
意
を
述
べ
ら
れ
た
こ
と
、
手
前
み
そ
で
す
け
れ
ど

も
、
私
は
そ
こ
に
す
ご
く
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
名
児
耶
さ
ん
が
、
成
年
後
見
制
疫
を
利
用
し

て
選
挙
権
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
自
分
が
否
定

さ
れ
た
よ
う
で
寂
し
い
感
じ
が
し
た
と
い
う
よ
う
な
趣
旨

〇
保
岡
委
員
長
こ
の
際
、
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。

本
案
審
査
の
た
め
、
本

H
、
政
府
参
考
人
と
し
て
笞
察

庁
刑
事
局
長
高
綱
直
良
君
、
総
務
省
自
治
行
政
局
選
挙
部

長
米
田
耕

一
郎
君
、
法
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
萩
本
修
君

及
び
厚
生
労
慟
省
老
健
局
長
原
勝
則
君
の
出
席
を
求
め
、

説
明
を
聴
取
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
御
異
議
あ
り

ま
せ
ん
か
。
〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
保
岡
委
員
長
御
異
艤
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、

そ
の
よ
う
に
決
し
ま
し
た
。

以
上
が
、
本
法
律
案
の
趣
旨
及
び
内
容
で
ご
ざ
い
ま

す。
何
と
ぞ
、
御
審
艤
の
上
、
御
贅
同
賜
り
ま
す
よ
う
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
保
岡
委
員
長
こ
れ
に
て
趣
旨
の
説
明
は
終
わ
り
ま
し

た。

政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録
第
十

一
号

の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
、
今
回
、
勝
訴
判
決
に
つ
い

て
一
家
を
挙
げ
て
非
常
に
喜
ん
で
お
ら
れ
る
姿
を
見
ま
し

て
、
私
も
、
新
人
の
国
会
議
員
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
大
変
申
し
わ
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
思
い
と
と
も

に
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
選
挙
権
、
こ
の
一
禦
と
い
う
こ
と

に
こ
だ
わ
り
を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
に
非
常
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
能
力
に
よ
っ
て
選
挙
権
を
制
限
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
そ
の
能
力
の
判
断
基
準
は
一
体
何
な
の

か
。
ま
た
、
日
本
で
は
、
成
年
後
見
制
度
を
考
え
る
べ
き

対
象
者
と
い
う
の
が
約
四
百
五
十
ガ
人
い
る
と
言
わ
れ
る

そ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
昨
年
末
時
点
の
成
年
被
後
見
人

は
、
そ
の
中
で
わ
ず
か
約
十
三
万
六
千
人
。
同
じ
能
力
の

人
が
、
成
年
後
見
制
度
を
申
し
立
て
る
と
選
挙
権
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
、
申
し
立
て
な
い
と
選
挙
権
が
あ
る
、
明

ら
か
に
お
か
し
い
。

判
決
文
の
結
論
部
分
に
は
、
成
年
被
後
見
人
は
選
挙
権

を
有
し
な
い
と
し
た
公
職
選
挙
法
十

一
条

一
項

一
号
は
、

憲
法
十
五
条
一
項
及
び
三
項
、
四
十
三
条

一
項
並
び
に
四

十
四
条
た
だ
し
笞
き
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
無
効
で

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
、
こ
う
結
論
部
分
に
書
か
れ

て
お
り
ま
す
。

今
、
憲
法
改
正
論
議
と
か
さ
ま
ざ
ま
な
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
国
家
権
力
、
多
数
派
の
少
数
派
に
対
す
る
人
権
侵

害
ま
た
理
不
尽
は
許
さ
な
い
。
立
法
府
に
い
る
私
が
首
う

の
は
不
適
切
な
表
現
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
少
数
者
の
人
権
の
最
後
の
と
り
で
と
し
て
の
役
割
を

窓
法
そ
し
て
裁
判
所
が
果
た
し
た
評
価
す
ぺ
き
妥
当
な
判

決
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

選
挙
権
は
、
国
民
主
権
原
理
に
基
づ
く
議
会
制
民
主
主

義
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
す
。
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ

る
人
た
ち
、
こ
の
人
た
ち
の
思
い
の
こ
も
っ
た
一
緊
を
国

に
届
け
な
い
で
何
が
民
主
主
義
か
。

そ
の
後
、
自
民
、
公
明
の
与
党
両
党
で
、
成
年
被
後
見

人
と
選
挙
権
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足
し

ま
し
た
。
私
も
そ
の
一
員
と
し
て
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
て
、
熱
い
議
論
を
交
わ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
回
、
与
野
党
共
同
で
法
案
と
し
て
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十

一
日

与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
自
民
党
の
座
長
ま
た
公

明
党
の
座
長
、
き
ょ
う
こ
こ
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
今
回
の
法
案
提
出
に
至
っ
た

思
い
に
つ
い
て
述
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思

い
ま
す
。

0
北
側
鵬
員
提
出
者
の
北
側

一
雄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、
國
重
委
貝
の
方
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う

に
、
こ
と
し
の
三
月
の
十
四
日
に
東
京
地
裁
の
判
決
で
、

公
選
法
の
十
一
条
i
項
一
号
、
こ
れ
は
違
憲
無
効
で
あ
る

と
い
た
し
ま
し
て
、
原
告
の
名
児
耶
さ
ん
の
選
挙
権
の
回

復
を
確
認
す
る
判
決
が
出
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
成
年
後
見
制
度
と
い
う
の
は
、

一
九

九
九
年
に
法
律
が
成
立
い
た
し
ま
し
て
、

―
10
0
0年
の

四
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
御
承

知
の
と
お
り
、
禁
治
産
制
度
と
い
う
の
が
明
治
以
来
あ
っ

た
わ
け
で
す
ね
。
こ
の
禁
治
産
制
度
に
対
す
る
反
省
と
い

い
ま
す
か
、
そ
こ
を
通
じ
て
で
き
た
の
が
、
こ
の
成
年
後

見
制
度
で
す
。

こ
の
成
年
後
見
制
度
の
趣
旨
と
い
う
の
は
、
高
齢
で

あ
っ
た
り
、
ま
た
障
害
を
お
持
ち
で
、
事
理
弁
識
能
力
に

欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
方
々
に
つ
い
て
、
そ
の
財
産
を
保

護
し
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
で
き
た
制
度
な
ん
で
す
。

そ
の
哲
学
と
い
う
の
は
、
禁
治
産
制
度
と
全
く
異
な
り

ま
し
て
、
そ
う
い
う
障
害
を
お
持
ち
の
方
々
の
能
力
と
い

う
も
の
を
で
き
る
だ
け
活
用
し
て
い
こ
う
、
ま
た
、
自
主

的
な
決
定
能
力
と
い
う
も
の
を
で
き
る
だ
け
導
箪
し
て
い

こ
う
、
さ
ら
に
は
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
い
ま

し
て
、
障
害
を
お
持
ち
の
方
も
、
ま
た
健
常
者
の
方
も

一

緒
に
生
活
を
し
て
い
く
、

一
緒
に
社
会
生
活
を
営
ん
で
い

く
、
そ
う
い
う
社
会
に
し
て
い
こ
う
、
こ
う
い
う
埋
念
に

基
づ
い
た
制
度
が
こ
の
成
年
後
見
制
度
で
ご
ざ
い
ま
し

た。
こ
の
成
年
後
見
制
度
が
で
き
ま
し
て
、
そ
の
と
き
に
、

実
を
言
い
ま
す
と
、
禁
治
産
者
は
法
律
の
中
に
欠
格
事
由

が
た
く
さ
ん
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
、
そ
れ
を
見
直
し

い
た
し
ま
し
て
、
か
な
り
多
く
の
欠
格
事
由
が
排
除
さ
れ

た
ん
で
す
ね
、
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
と
き
、
残
念
な
が
ら
、
今
思
え
ば
残

念
な
が
ら
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
公
選
法
の
十

一
条



第
．
一
類
第
二
号

政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
貝
会
議
録
第
十

一
号

平
成
i
一十
五
年
丘
月
二
十

一
日

一
項

一
号
の
、
そ
の
前
は
禁
治
産
者
が
選
挙
権
を
失
う
と

い
う
規
定
で
あ
っ
た
の
が
、
成
年
被
後
見
人
は
選
挙
権
及

び
被
選
挙
権
を
失
う
と
い
う
趣
旨
の
規
定
が
そ
の
ま
ま

残
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
成
年
後
見
制
度
の
趣
旨
か
ら
し
た
ら
、
私
は
、

も
っ
と
早
く
選
挙
権
の
回
復
と
い
う
の
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
か
っ
た
な
と
い
う
ふ
う
に
改
め
て
、
特
に
名
児
耶
さ

ん
の
お
話
な
ん
か
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、
こ
の
方
が

そ
う
い
う
選
挙
権
を
行
使
で
き
る
よ
う
な
判
断
能
力
が
な

い
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。

そ
も
そ
も
、
成
年
後
見
制
度
と
は
財
産
保
護
の
制
度
で

す
。
そ
れ
を
借
用
し
て
、
選
挙
権
が
あ
る
か
な
い
か
、
こ

の
よ
う
な
極
め
て
瓜
要
な
国
民
の
権
利
に
つ
い
て
の
判
断

を、

一
律
に
な
く
し
て
い
く
、
こ
の
よ
う
な
規
定
に
つ
い

て
は
や
は
り
大
変
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

首
う
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
選
挙
権
と
い
う
の
は

議
会
制
民
主
主
義
の
根
幹
に
か
か
わ
る
権
利
で
ご
ざ
い
ま

し
て
、
私
ど
も
国
政
に
身
を
惜
く
人
間
と
し
て
は
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
極
め
て
敏
感
で
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

二

0
0
0年
以
降
、
十
数
年
の
問

放
臨
を
さ
れ
て
き
て
、
選
挙
権
行
使
が
で
き
な
か
っ
た
。

名
児
耶
さ
ん
の
場
合
は
、
十
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
は
選
挙

権
は
常
に
行
使
し
て
、
選
挙
に
行
っ
て
い
た
ら
し
い
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
後
見
指
定
さ
れ
て
被
後
見
人
に
な
っ
た

途
端
に
選
挙
権
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
、
こ
の
よ
う
な
事
態

に
な
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

被
後
見
人
の
方
々
は
、
極
め
て
多
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。

極
め
て
多
様
で
、
十
分
に
選
挙
権
行
使
が
で
き
る
能
力
を

お
持
ち
の
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
国
会
で
こ
の
法
律
を
成

立
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
で
き
ま
し
た
ら
、
こ
の
夏

の
参
議
院
選
挙
に
選
挙
権
行
使
が
で
き
ま
す
よ
う
に
、
皆

様
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
御
理
解
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
願
っ
て

い

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

・

〇
逢
沢
議
員
今
、
公
明
党
の
北
側
先
生
か
ら
、
経
緯
に

も
触
れ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
詳
し
く
答
弁
を
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
来
な
ら
ば
、
禁
治
産
者
か
ら
成
年
後
見
制
度
に
移
行

す
る
段
階
で
、
我
々
立
法
府
が
努
力
を
行
っ
て
、
欠
格
事

項
を
削
除
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
と

い
う
こ
と
に
も
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
意

味
か
ら
い
た
し
ま
す
と
、
私
自
身
も
、
あ
の
裁
判
を
契
機

に
、
深
く
こ
の
問
題
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な

反
省
の
念
を
持

っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

成
年
被
後
見
人
の
方
々
、
十
六
万
を
超
え
る
多
く
の

方
々
が
そ
の
制
疫
を
活
用
し
て
お
ら
れ
る
。
認
知
症
の
方

あ
る
い
は
梢
神
節
害
、
知
的
障
害
、
そ
う
い
う
障
害
を
お

持
ち
の
方
々
が
中
心
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
中
は
多
様
で
ご

ざ
い
ま
す
。
財
産
の
保
護
で
あ
り
ま
す
と
か
、
あ
る
い
は

処
分
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
契
約
等
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ

か
こ
れ
は
不
安
が
あ
る
、
心
配
が
あ
る
、
し
た
が
っ
て
成

年
被
後
見
人
の
立
場
を
選
択
さ
れ
る
。
し
か
し
、
生
活
全

般
に
つ
い
て
判
断
す
る
能
力
が
全
て
の
分
野
に
お
い
て
欠

け
て
い
る
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
ま
さ
に
名
児
耶
さ
ん
の
ケ
ー
ス
が
そ
う
い
う
ケ
ー
ス

に
当
た
ら
れ
た
ん
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
に
思
い
を
い
た
し
ま
す
と
き
、
こ
の
十

一
条
一
項
を

一
応
削
除
す
る
形
で
、
成
年
被
後
見
人
の

方
々
に
堂
々
と
胸
を
張
っ
て
選
挙
権
を
行
使
し
て
い
た
だ

く
、
そ
う
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は

絶
対
の
確
借
と
い
い
ま
す
か
信
念
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う

い
う
も
の
を
持
た
せ
て
い
た
だ
く
に
至
っ
た
、
こ
の
よ
う

に
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
國
重
委
員
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

時
間
の
関
係
で
、
質
問
を
さ
ま
ざ
ま
用
意
し
て
い
ま
し

た
け
れ
ど
も
飛
ば
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
、
成
年
後
見
制
度
の
理
念
に
つ
い
て
も
る
る
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
我
が
党
と
し
ま
し
て

も
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
梢

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
現
状
に
つ
い
て
伺

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
大
口
議
員
公
明
党
の
大
口
で
ご
ざ
い
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
、
今
委
貝
も
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
よ
う

に
、
大
体
、
認
知
症
の
方
が
三
百
J
j
人
以
上
、
そ
し
て
栢

神
難
害
の
方
も
三
百
万
人
ぐ
ら
い
、
あ
る
い
は
知
的
悴
害

の
方
、
十
八
歳
以
上
で
四
+
]
万
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
そ
れ
に
比
べ
ま
す
と
、
成
年
後
見
制
度
、
保
佐
、
補

助
等
を
含
め
ま
し
て
も
、

二
十
六
万
件
ぐ
ら
い
し
か
累
計

で
は
申
し
立
て
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
非
常
に
そ
の
利
用
が

滞
っ
て
い
る
。

そ
の
背
棗
は
、
成
年
後
見
制
度
自
体
よ
く
知
ら
れ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
し、

そ
れ
か
ら
、
何
と
い

い
ま
し
て
も
、
選
挙
権
を
失
う
と
い
う
こ
と
が
相
当
こ
の

利
用
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
て
、
私
ど
も
、

二
〇

二
0
年
の
十
二
月
に
、
公
明
党
の

中
に
成
年
後
見
制
度
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
そ
し
て
、
昨
年
の
七
月
に
法

律
案
の
骨
子
も
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
や
は
り
ち
ゃ
ん
と
内
閣
府
に
成
年
後
見
利

用
促
進
会
議
を
つ
く
り
、
ま
た
有
識
者
の
委
貝
会
も
つ

く
っ
て
碁
本
方
針
を
定
め
、
そ
し
て
ま
た
、
地
方
に
お
き

ま
し
て
は
碁
本
計
画
を
定
め
ま
し
て
、
そ
れ
で
、
こ
の
利

用
の
促
進
、
そ
れ
か
ら
被
後
見
人
の
、
今
回
の
問
題
で
あ

り
ま
す
権
利
制
限
に
係
る
制
度
の
見
直
し
、
あ
る
い
は
成

年
後
見
人
の
担
い
手
の
確
保
、
こ
う
い
う
も
の
を
盛
り
込

ま
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
点
で
、
成
年
後

見
制
度
を
利
用
す
る
大
き
な
障
害
に
な
っ
て
い
る
も
の
を

取
り
除
く
結
果
に
な
る
、
こ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

〇
國
重
委
員
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
し
っ
か
り
と

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
い

う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

次
に
、
今
回
の
改
正
で
、
公
選
法
四
十
八
条

一
項
の
規

定
の
「
身
体
の
故
節
又
は
文
盲
」
の
文
言
か
ら
「
心
身
の
故

障
そ
の
他
の
事
由
」
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
「
心
身
の

故
障
そ
の
他
の
ボ
由
」
の
意
味
と
、
こ
の
改
正
の
趣
旨
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

0
大
口
鵬
員
四
十
八
条
の

一
項
は
、
現
行
法
に
お
き
ま

し
て
は
、
「
身
体
の
故
節
又
は
文
盲
に
よ
り
、
」
と
な
っ
て

い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
今

度
、
「
心
身
の
故
悴
そ
の
他
の
事
由
」
と
い
う
こ
と
に
変
更

を
し
た
わ
け
で
す
が
、
代
理
投
票
を
利
用
で
き
る
範
囲
の

変
更
は
す
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

文
盲
と
い
う
の
は
、
本
米
、
文
字
の
説
め
な
い
人
の
意

味
で
あ
り
ま
す
が
、
公
戟
選
挙
法
の
逐
条
解
説
魯
に
よ
れ

ば
、
自
害
能
力
ま
た
は
こ
れ
に
か
わ
る
べ
き
点
字
に
よ
る

記
載
能
力
の
な
い
全
て
の
者
を
含
む
広
い
概
念
と
し
て
解

釈
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
に
沿
っ
た
連
用
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と

承
知
し
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
も
、
知
的

蹄
害
等
に
よ
り
自
聾
能
力
の
な
い
者
に
対
し
て
は
代
理
投

痕
が
認
め
ら
れ
て
き
た
と
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
て
、
用
語
の
明

確
化
を
図
る
と
と
も
に
、
文
盲
と
い
う
言
葉
が
現
在
で
は

用
語
と
し
て
適
切
で
な
い
の
で
は
な
い
か
、
こ
う
い
う
指

摘
も
あ
り
ま
し
て
、
用
語
の
整
理
を
行
う
こ
と
に
し
た
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
他
の
事
由
に
は
、
学
習
機
会
が
な
か
っ
た
等
に
よ

り
文
字
が
害
け
な
い
場
合
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
行

法
上
の
文
盲
に
当
た
る
者
は
、
全
て
「
心
身
の
故
障
そ
の

他
の
事
由
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〇
國
重
委
員
こ
れ
は
今
回
の
改
正
と
は
直
接
の
か
か
わ

り
が
あ
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
認
知
症

の
高
齢
者
、
ま
た
知
的
障
害
者
の
選
挙
権
を
悪
用
し
た
事

件
が
全
国
的
に
起
き
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
判
断
能
力
の
欠
如
に
つ
け
込
ん
だ
、
第
三
者
が

特
定
の
候
補
者
に
投
漿
す
る
よ
う
不
正
に
働
き
か
け
た
、

こ
う
い
う
よ
う
な
不
正
と
い
う
の
が
、

二

0
-
―
年
ま
で

の
五
年
間
に
公
職
選
挙
法
違
反
で
二
十
五
件
立
件
さ
れ
て

い
る
、
知
的
障
害
者
の
施
設
で
、
施
設
側
が
入
所
者
に
投

粟
先
を
指
示
す
る
事
件
も
起
き
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ

と
が
新
聞
記
事
に
掲
被
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

認
知
症
の
高
齢
者
、
知
的
障
害
者
の
選
挙
権
を
悪
用
し

た
項
件
、
ど
の
よ
う
な
犯
罪
統
計
な
の
か
、
ま
た
、
こ
れ

に
対
し
て
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
き
た
の

か
、
こ
れ
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

0
高
綱
政
府
参
考
人

御
指
摘
の
記
事
に
ご
ざ
い
ま
ず

一

十
五
件
と
い
う
数
字
が
犯
罪
統
計
の
い
か
な
る
部
分
を
取

り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
か
に
つ
き
ま
し
て
は
、
確
定
的
な

こ
と
は
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
犯
罪
統
計
中
の
違
反

態
様
に
、
投
票
の
秘
密
侵
害
、
投
票
干
渉
と
い
う
区
分
が

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
検
挙
件
数
に
つ
き
ま
し
て
、

二

0
0

七
年
か
ら
二

O
i
―
年
ま
で
五
年
間
の
数
字
を
合
計
い
た



そ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
に
報
告

さ
れ
ま
し
た
常
時
啓
発
事
業
の
あ
り
方
等
研
究
会
と
い
う

も
の
の
報
告
書
に
お
き
ま
し
て
、
子
供
た
ち
の
政
治
意
識

の
醸
成
は
各
国
の
共
通
課
題
で
あ
る
、
諸
外
国
の
事
例
も

参
考
に
、
学
校
教
育
と
選
挙
管
理
委
員
会
、
地
域
が
連
携

し
、
参
加
休
験
型
の
学
習
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と

い
う
ふ
う
に
報
告
を
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

実
際
、
幾
つ
か
の
中
学
校
、
高
校
に
お
き
ま
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
、
主
体
的
に
政
治
に
参
加
す
る
意
義
に
つ
い

て
の
学
習
が
既
に
行
わ
れ
て
い
る
。
実
際
の
指
導
に
当

た
っ
て
は
、
模
擬
投
漿
を
取
り
入
れ
て
い
る
例
も
あ
る
と

い
う
ふ
う
に
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

維
常
者
が
今
の
と
こ
ろ
主
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
も
参
考
と
し
ま
し
て
、
関
係
省
庁

と
連
携
を
し
た
上
で
、
障
害
児
教
育
の
み
な
ら
ず
各
学
校

の
現
場
で
、
子
供
た
ち
が
政
治
参
加
や
選
挙
の
意
義
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
ふ
や
し
て
い
く
努
力
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

0
中
根
（
康
）
委
員

こ
の
法
案
が
つ
く
ら
れ
る
ま
で
の
間

に
不
正
投
票
と
い
う
よ
う
な
も
の
も
い
ろ
い
ろ
と
心
配
を

さ
れ
て
お
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
防
止
す
る
よ
う
な
内
容
も

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
不
正

投
票
を
行
う
の
は
障
害
者
本
人
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
そ

の
周
り
の
方
々
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
悪
意
を
持
っ
て
、
結
果

的
に
不
正
投
票
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
あ
た
り
の
認

識
だ
け
は
し
つ
か
り
と
捉
索
者
の
皆
様
方
も
御
理
解
を
い

た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
質
問

を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
c

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〇
保
岡
委
員
長

次
に
、
村
上
政
俊
君
゜

0
村
上
（
政
）
委
員
日
本
維
新
の
会
の
村
上
政
俊
で
す
。

三
月
十
四
日
の
東
京
地
裁
の
判
決
を
受
け
ま
し
て
約
二

カ
月
で
、
こ
の
国
会
の
場
に
お
い
て
こ
う
し
た
成
年
被
後

見
人
の
選
挙
権
の
回
復
に
つ
い
て
議
論
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
は
、
今
回
、
与
野
党
八
党
あ
わ
せ
て
提
出
す
る
わ
け

で
す
け
れ
ど
も
、
我
々
国
会
議
貝
と
し
て
、
非
常
に
前
向

き
な
仕
事
の
や
り
方
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
私
自
身
認
識

し
て
お
り
ま
す
c

第
一一
類
第
二
号

先
ほ
ど
、
審
議
の
中
で
多
く
の
委
貝
の
方
々
が
お
っ
そ
う
い
っ
た
点
で
、
現
時
点
で
は
、

一
往
に
成
年
被
後

し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
る
と
お
り
、
選
挙
権
と
い
う
の
は
我
々
見
人
に
対
し
て
は
選
挙
権
を
付
与
す
る
と
い
う
こ
と
に
し

の
碁
木
的
な
人
権
の
最
も
重
要
な
も
の
の
一
っ
で
あ
り
ま
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

す
の
で
、
こ
の
審
議
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
あ
る
い
先
ほ
ど
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
成
年
後
見
制

は
課
顔
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
度
を
利
用
し
て
い
る
人
、
ま
た
そ
れ
を
利
用
し
て
い
な
い

に
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
方
も
、
利
用
す
る
と
選
挙
権
が
な
く
て
、
利
用
し
な
い

げ

ま

す

。

と

、

同

じ

能

力

で

あ

っ

て

も

選

挙

権

を

付

与

さ

れ

る

と

い

―
つ
目
と
し
て
、
ま
ず
は
、
我
が
国
の
今
回
の
法
改
正
う
、
公
平
性
と
い
っ
た
点
か
ら
も

一
律
に
選
挙
権
を
付
与

に
お
い
て
、
成
年
被
後
見
人
に

一
律
に
選
挙
権
を
認
め
る
す
る
と
い
う
こ
と
が
適
当
だ
と
い
う
ふ
う
に
判
断
し
た
も

理
由
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

す
。

0
村
上
（
政
）
委
員
こ
の
一
律
に
回
復
し
た
後
に、

法
案

一
律
に
認
め
て
い
な
い
海
外
の
例
と
し
て
、
例
え
ば
フ
が
成
立
し
た
後
に
、
今
一
以
、
参
議
院
議
員
選
挙
が
予
定
さ

ラ
ン
ス
で
は
、
裁
判
官
が
医
師
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
れ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
選
挙
権
を
回
復
し
た
、

成
年
後
見
開
始
の
と
き
に
、
選
挙
権
を
認
め
る
か
ど
う
か
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
成
年
被
後
見
人
本
人
あ
る
い
は
そ

と
い
う
こ
と
を
判
断
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
で
の
家
族
、
そ
し
て
介
護
施
設
の
方
々
と
い
っ
た
多
く
の
関

は
、
世
話
人
、
我
が
国
の
後
見
人
に
当
た
る
制
度
で
あ
り
係
者
に
対
し
て
周
知
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
世
話
人
が
選
任
さ
れ
る
際
に
裁
判
と
思
い
ま
す
。

所
が
世
話
人
の
権
限
と
し
て
選
挙
権
を
行
使
で
き
る
か
ど
今
般
の
選
挙
権
回
復
と
い
う
の
は
極
め
て
前
向
き
な
話

う
か
と
い
う
こ
と
を
判
断
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
事
例
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

が
あ
る
わ
け
で
す
。

い
て
、
そ
し
て
、
多
く
の
方
々
に
選
挙
権
を
行
使
し
て
い

我
が
国
に
お
い
て
は
、
今
回
、
公
職
選
挙
法
の
第
十

一

た
だ
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す

条

一
項
の

一
号
に
お
い
て
、

一
号
の
規
定
を
削
除
す
る
、
が
、
今
回
の
制
度
改
正
を
ど
う
や
っ
て
周
知
し
て
い
く
の

そ
の
削
除
に
よ
っ
て
選
挙
権
を

一
律
に
認
め
る
と
い
う
こ
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

一
律
に
成
年
被
後
見
人
に
選
挙

0
米
田
政
府
参
考
人

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

権
を
認
め
る
理
由
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
お
伺
い
し
た
い
と
今
回
の
制
度
改
正
が
実
現
を
い
た
し
ま
す
と
、
主
に
三

思
い
ま
す
。

つ
の
点
に
つ
い
て
周
知
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
ふ

0
山
田
（
宏
）
議
員
村
上
委
員
の
御
質
問
に
お
答
え
し
ま
う
に
考
え
ま
す
。

す

。

ま

ず

第

一
は
、
こ
の
成
年
被
後
見
人
の
方
が
、
新
し
く

先
ほ
ど
も
提
出
者
の
方
か
ら
答
弁
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
選
挙
人
名
癌
へ
の
登
録
が
必
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

ま
し
た
よ
う
に
、
そ
う
い

っ
た
外
国
の
事
例
が
あ
る
こ
と
で
、
こ
れ
の
事
務
が
確
実
に
行
わ
れ
ま
す
よ
う
に
、
都
道

は
承
知
を
し
て
お
り
ま
す
し
、
ま
た
、
こ
の
法
案
を
作
成
府
県
そ
れ
か
ら
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
の
周
知
徹

す
る
段
階
に
お
い
て
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
検
底
、
こ
れ
が
第

一
番
目
で
ご
ざ
い
ま
す
。

討

し

た

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

第

二
番
目
は
、
指
定
病
院
等
の
不
在
者
投
票
に
お
き
ま

と
こ
ろ
が
、
や
は
り
、
選
挙
権
を
行
使
す
る
に
足
る
能
て
、
外
部
の
第
三
者
立
会
人
の
設
置
等
、
不
在
者
投
票

力
と
い
っ
た
も
の
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
の
か
と
い
う
の
公
正
な
実
施
に
つ
い
て
の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り

こ
と
は
大
変
難
し
い
と
い
う
こ
と
と
、
ま
た
、
仮
に
定
義
す
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
こ
の
指
定
病
院
等
へ
の

が
で
き
た
と
し
て
も
、

一
体
誰
が
ど
の
よ
う
な
手
続
で
そ
知
と
取
り
組
み
の
促
進
と
い
っ
た
こ
と
が
必
要
に
な
っ

れ
を
決
定
し
て
い
く
の
か
と
い
う
よ
う
な
点
に
つ
い
て
も
て
く
る
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

非

常

に

難

し

い

と

こ

ろ

が

ご

ざ

い

ま

す

。

そ

し

て

、

第

三
点
目
が
、
こ
の
成
年
被
後
見
人
の
方
、

政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
貝
会
議
録
第
十

一
号

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十

一
日

そ
れ
か
ら
そ
の
他
の
関
係
者
の
方
に
つ
い
て
、
新
た
に
選

挙
権
が
行
使
で
き
る
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
の
改
正
内
容

の
周
知
啓
発
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
第
三
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
定
の
成
年

被
後
見
人
の
方
だ
け
に
つ
い
て
周
知
を
す
る
と
い
う
方
法

は
、
こ
れ
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
よ
う
な
問
題
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
む
し
ろ
全
国
民
に
対
し
て
周
知
を
す

る
と
い
う
方
法
が
適
当
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
お
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
そ
の
方
法
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

新
聞
、
そ
れ
か
ら
ネ
ッ
ト
と
い
っ
た
各
種
の
媒
体
を
利
用

す
る
と
い
っ
た
点
が
中
心
に
な
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
。

以
上
で
す
。

0
村
上
（
政
）
委
員
今
の
選
挙
部
長
の
答
弁
の
中
で
、

一

つ
目
の
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
伺
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

選
挙
権
を
実
際
に
行
使
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
選
挙
権
が
付
与
さ
れ
る
こ
の
成
年
被
後
見
人
の
方
々

を
選
挙
人
名
簿
に
登
録
す
る
作
業
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

現
在
の
数
字
と
し
て
は
、
約
十
三
万
六
千
人
の
方
々
が

こ
う
い
っ
た
対
象
者
に
な
る
。
こ
う
い
っ
た
方
々
を
実
際

に
ど
の
よ
う
に
選
挙
人
名
癌
に
載
せ
て
、
そ
し
て
滞
り
な

く
選
挙
に
向
け
て
選
挙
事
務
を
遂
行
し
て
い
く
の
か
、
こ

の
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
米
田
政
府
参
考
人

ま
ず
、
現
行
の
制
度
に
つ
い
て

ち
ょ
っ
と
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
選
挙
人
名
簿
を
管
理
し
て
お
り
ま
す
住
所
地
の

市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
成
年
被
後
見
人
で
あ

る
た
め
選
挙
権
、
被
選
挙
権
の
欠
格
条
項
に
該
当
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
本
籍
地
の
市
区
町
村
長
か
ら
の
通
知
、
も

し
く
は
前
住
所
地
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

の
通
知
等
に
よ
り
把
握
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
情
報
に
よ

り
、
選
挙
人
名
簿
、
在
外
選
挙
人
名
簿
に
表
示
を
行
っ
た

り
、
登
録
を
し
な
い
と
い
う
取
り
扱
い
を
行
っ
て
い
る
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
現
在
で
も
、
住
所
地
の
市
区
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
は
成
年
被
後
見
人
の
方
々
に
関
す
る

1
0
 



第
二
類
第
一
．
号

政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
貝
会
議
録
第
十
一
号

う
理
解
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
、
も
う

一
度
お
願
い
し

ま
す
。
0
米
田
政
府
参
考
人

そ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ち
ょ
っ
と
わ
か
り
か
ね
ま
す
。

0
井
出
委
員
現
行
法
に
の
っ
と
っ
て
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
非
常
に
よ
く
理
解
を

す
る
ん
で
す
が
、
今
回
こ
の
裁
判
が
な
け
れ
ば
、
恐
ら
く

こ
う
い
っ
た
法
改
J
E
は
な
か
っ
た
。

過
去
の
議
事
録
を
見
ま
す
と
、
控
訴
さ
れ
て
い
る
理
由

は
幾
つ
か
こ
れ
ま
で
の
答
弁
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の

中
で
、
今
回
、
東
京
地
裁
の
判
決
は
、
原
告
本
人
個
人
に

次
回
の
選
挙
権
を
認
め
る
内
容
だ
っ
た
、
ほ
か
の
十
三
万

六
千
人
の
皆
さ
ん
へ
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
よ
う
な
、

そ
う
い
っ
た
政
府
の
答
弁
も
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
今
各
党

1

致
で
法
案
が
出
て
い
る
、
成
立
は
問
違
い
な
い
、
こ
う

し
た
状
況
が
整
っ
て
い
る
中
で
、
控
訴
を
取
り
下
げ
な
け

れ
ば
、
参
院
選
に
そ
れ
が
、
裁
判
の
終
結
が
問
に
合
わ
な

け
れ
ば
、
仮
に
原
告
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
一
番
の
問
腿
提
起
を
し
て
く
れ
た
原

告
御
本
人
に
そ
の
裁
判
を
引
き
ず
ら
せ
た
ま
ま
参
議
院
選

挙
に
入
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
私
は
危
惧
を
し
て
お
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
ほ
か
の
委
員
の
方
も
、
控
訴
の
取
り
下
げ

に
つ
い
て
少
し
考
え
て
ほ
し
い
と
い
う
よ
う
な
御
蹂
見
、

き
ょ
う
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
判
決
以
降
、

多
く
の
先
生
方
が
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
ま

す
。
私
は
、
状
況
も
こ
れ
だ
け
整
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
控
訴
を
ぜ
ひ
取
り
下
げ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
も
う
二
度
御
答
弁
を
お
願
い
し
ま

す。0
米
田
政
府
参
膏
人

控
訴
を
取
り
下
げ
た
場
合
で
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、
こ
の
東
京
地
裁
の
判
決

が
、
現
行
の
公
職
選
挙
法
の
規
定
を
追
憲
で
あ
る
、
ま
さ

に
立
法
裁
f
r
t
権
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
た
判
断
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
の
判
断
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
と
な

る
控
訴
の
取
り
下
げ
は
、
国
と
し
て
は
予
定
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
0
井
出
委
員
こ
の
法
律
が
成
立
を
す
れ
ば
、
七
月
の
参

議
院
選
挙
に
向
け
て
、
先
ほ
ど
選
挙
部
長
も
御
答
弁
を
さ

平
成
二
十
五
年
五
月
ご
十
丘
H

一
五

れ
ま
し
た
が
、
国
と
し
て
、
公
正
か
つ
適
正
な
選
挙
を

や
っ
て
い
く
、
法
律
を
し
つ
か
り
と
、
今
度
は
こ
の
新
し

い
法
律
を
現
行
法
と
し
て
や
っ
て
い
く
責
任
が
総
務
省
、

園
に
は
あ
る
と
。
そ
の

一
方
で
控
訴
を
取
り
下
げ
な
い
と

い
う
の
は
、
私
は
そ
の
姿
勢
に
矛
盾
を
感
じ
て
い
る
の
で

す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

0
米
田
政
府
参
考
人

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ

の
成
年
被
後
見
人
に
選
挙
権
を
ど
の
よ
う
に
与
え
る
か
と

い
っ
た
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
立
法
裁
恨
の
中
の
問
題

で
あ
る
と
い
う
主
張
を
し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
を
、
控
訴
を
取
り
下
げ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

と
、
東
京
地
裁
の
判
決
が
確
定
を
し
、
違
憲
だ
、
ま
さ
に

立
法
裁
磁
の
中
に
は
な
い
と
い
う
判
断
を
確
定
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
在
、
ま
さ
に
そ
の

立
法
裁
旦
権
の
中
で
立
法
が
行
わ
れ
て
い
る
今
回
の
改
正

法
の
成
立
と
は
全
く
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
ふ

う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

0
井
出
委
員
私
、
き
ょ
う
の
議
論
は
、
参
議
院
選
挙
に

向
け
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
議
論
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
、
そ
う
い
う
思
い
が
各
党
あ
っ
て
、
き
ょ
う

こ
こ
に
至
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
き
ょ
う
は
、
で
す
か

ら
、
総
務
大
臣
は
ど
う
し
て
も
い
ら
っ
し
ゃ
れ
な
い
、
た

だ
、
審
議
を
急
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
れ
は
十
分
わ

か
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
ま
で
そ
う
い
っ
た
判
断
能
力
が
な

い
人
に
選
挙
権
を
与
え
て
こ
な
か
っ
た
も
の
を
認
め
て
い

く
と
い
う
大
き
な
転
換
が
あ
る
中
で
、
先
ほ
ど
委
貝
の
方

か
ら
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
、
こ
れ
だ
け
の
大

転
換
を
、
通
常
の
周
知
と
い
う
も
の
で
は
到
底
足
り
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
政
府
の
見
解
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
こ
の

成
立
し
た
新
し
い
法
を
現
行
法
と
し
て
し
つ
か
り
や
っ
て

い
く
政
府
の
責
任
と
し
て
、
新
し
い
見
解
を
し
つ
か
り
示

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
政
府
の
見
解
を
お

伺
い
し
ま
す
。

0
米
田
政
府
参
考
人

今
回
の
成
年
被
後
見
人
の
問
題
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ま
さ
に
選
挙
権
、
被
選
挙
権
と
い
う
、

民
主
主
義
の
土
台
で
あ
る
選
挙
制
度
の
根
幹
に
か
か
わ
る

問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
点
に
つ
い
て
の
取
り
扱
い
が

変
わ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
私

ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
は
、
全
国
民
に
対
し

て、

こ
の
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

周
知
と
申
し
ま
す
か
、
投
栗
参
加
の
呼
び
か
け
も
含
め
ま

し
て
、
こ
れ
か
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
お
り
ま
す
。

0
井
出
委
員
先
ほ
ど
も
少
し
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
政
府
と
し
て
は
、
な
か
な
か
反
省
、
謝
罪
と
い
う
わ

け
に
は
い
か
な
い
、
裁
判
も
控
訴
を
取
り
下
げ
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
と
。
た
だ
、
し
か
し
、
そ
の
周
知
、
政
府
見

解
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
今
お
話
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
し
つ

か
り
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
副
大
臣
に
お
伺
い
を
し
た
い
の
で
す
。

そ
の
周
知
の
と
こ
ろ
で
、
ま
ず
、
今
、
東
京
地
裁
の
一

番
の
問
題
提
起
を
し
て
く
れ
た
原
告
の
方
、
ま
た
、
ほ
か

に
も
一
二
つ
の
裁
判
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

過
去
の
経
緯
を
見
れ
ば
、
過
去
に
四
十

一
万
人
の
皆
さ
ん

の
署
名
を
集
め
た
、
全
日
本
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
と
い
う

団
体
の
皆
さ
ん
が
一

二
年
に
そ
の
規
制
の
撤
廃
を
求
め
る

署
名
を
四
十

一
万
人
分
提
出
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
3

そ
う
し
た
方
々
へ
の
誠
意
あ
る
対
応
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
が
、
副
大
臣
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

0
坂
本
副
大
臣

繰
り
返
し
に
な
る
部
分
も
あ
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

選
挙
権
、
被
選
挙
権
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
選
挙

部
長
も
お
答
え
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
民
主
主
義
の
ま

さ
に
士
台
で
あ
る
選
挙
制
度
の
根
幹
に
か
か
わ
る
事
項
で

あ
り
ま
す
。
成
年
被
後
見
人
の
方
の
選
挙
権
、
被
選
挙
権

の
取
り
扱
い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
精
神
か
ら
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

私
た
ち
、
全
て
認
識
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す。
こ
と
し
の
夏
に
は
、
七
月
に
は
任
期
満
了
を
迎
え
ま
す

参
議
院
通
常
選
挙
が
予
定
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
総
務
省

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
回
の
法
案
が
成
立
し
た
際
に

は
、
全
国
の
選
挙
管
理
委
貝
会
と
協
力
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

広
報
媒
体
を
活
用
し
な
が
ら
、
新
た
に
投
票
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
成
年
被
後
見
人
の
方
々
へ
、
改
正
の
内
容
の
周

知
と
、
投
栗
参
加
の
呼
び
か
け
に
つ
い
て
、
遺
漏
な
き
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
投
票
事
務
が
行
わ
れ
ま
す
全
国
の
現
場
に

お
き
ま
し
て
も
、
成
年
被
後
見
人
の
方
々
に
円
滑
に
投
票

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
公
正
か
つ
適
正
に
選
挙
が
行

わ
れ
る
よ
う
、
全
国
の
選
挙
管
理
委
貝
会
に
周
知
徹
底
を

し
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
、
そ
の
ほ
か
の
方
々
に
も
し
つ

か
り
と
し
た
周
知
、
広
報
活
動
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

0
井
出
委
員
周
知
、
政
府
見
解
を
示
し
て
い
く
と
こ
ろ

は
、
今
副
大
臣
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
よ
う
に
、
副
大
臣
、
大

臣
、
そ
の
政
治
の
方
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
引
き
続
き

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
か
ら
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。
き
ょ
う
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〇
保
岡
委
員
長

次
に
、
佐
々
木
憲
昭
君
゜

0
佐
々
木
（憲
）
委
員
日
本
共
産
党
の
佐
々
木
憲
昭
で
ご

ざ
い
ま
す
。

選
挙
権
、
参
政
権
と
い
う
の
は
、
国
民
の
基
本
的
権
利

で
あ
っ
て
、
全
て
の
国
民
に
ひ
と
し
く
保
蹄
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
今
回
の
公

選
法
の
成
年
被
後
見
人
に
係
る
選
挙
権
、
被
選
挙
権
の
欠

格
条
項
の
削
除
、
こ
れ
は
当
然
で
あ
り
ま
し
て
、
も
っ
と

早
く
か
ら
実
現
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
成
年
後
見
人
制
度
の
導
入
の
と
き
か

ら
こ
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
約
十
三
万

六
千
人
と
も
言
わ
れ
る
方
々
の
選
挙
権
回
復
に
つ
い
て
、

国
会
審
議
等
で
取
り
上
げ
、
選
挙
椛
の
回
復
を
と
主
張
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
提
案
者
の
塩
川
譲
員
に
、
こ
れ
ま
で
の
審
議

経
緯
も
踏
ま
え
て
、
今
回
の
改
正
に
つ
い
て
の
思
い
を
伺

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
塩
川
議
員
佐
々
木
委
員
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

我
が
党
、
日
本
共
産
党
は
、
成
年
後
見
人
制
度
の
導
入

時
か
ら
こ
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
選
挙
権
回
復
に
つ
い
て

国
会
審
謙
等
で
繰
り
返
し
取
り
上
げ
、
早
い
選
挙
権
の
回

復
を
と
主
張
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
公
選
法
の
成
年
被
後

見
人
に
係
る
選
挙
権
、
被
選
挙
権
の
欠
格
条
項
の
削
除
は

当
然
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。


